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保育者養成課程における音楽教科のクラス授業での
役割に関する一考察
─ 個人レッスンとの関連性を踏まえて ─
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Training Course in Child Care
― Based on the relevance to individual lessons ―
井　上　　　修
はじめに
　保育者養成課程において弾き歌いのスキルを磨くことは非常に重要な課題である。本学
でも個人レッスンを取り入れ、それぞれの学生の進度に基づき指導しているが、90分の授
業時間内で約70人の学生を12人の教員で割り振っているため、１人あたりのレッスン時間
は限られている。また、ピアノの演奏自体に苦労している学生には、レッスン時間内で弾
き歌いの演習を行うまでの十分な時間を確保することが難しい。そのため、曲の背景につ
いて理解を深めることなく、ピアノ演奏と歌唱をこなすだけで次の課題に移行しなければ
ならない学生もいる。言い換えれば、ピアノのスキルにかかわらず、全ての学生が曲の背
景を理解したうえで弾き歌いのスキルを習得するというレディネスの確立は、本学の音楽
教育における重要な課題だといえるだろう。
　そこで本稿は、学生一人ひとりが曲の背景を理解したうえで弾き歌いのスキルを習得す
るレディネスの確立に向けて、個人レッスン及びクラス授業の現状を分析し改善策を考察
する。
本学の音楽教科カリキュラム
　まず本学で開講されている音楽教科の授業についてであるが、「音楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「幼
児音楽Ⅰ・Ⅱ」という授業で構成されている。この中で「音楽Ⅰ・Ⅱ」と「幼児音楽Ⅰ・
Ⅱ」はクラス授業であり、これらの授業と並行して「音楽Ⅲ・Ⅳ」が個人レッスンによっ
て行われている。
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１　個人レッスンについて
　ピアノ演奏技能や弾き歌いのスキルを身につけるために本学では「音楽Ⅲ」（１年次）、「音
楽Ⅳ」（２年次）という授業を通年で開講している。この授業では12人の教員で学生を割
り振り、90分で数人の指導を個人レッスン形式で進めていくものである。
　課題は現場で使う頻度の高いと思われる曲を難易度の低い順に並べたグレード表を作成
し、それにそって学習を進めていくが、ⅢもⅣも共に最低27曲をレッスンで終了させなけ
ればならないノルマを定めており、これらの曲数をこなさなければ単位は出せないことに
なっている。54曲が終了しても、課題としてその他110曲が載っているので、それぞれのペー
スで幅広いレパートリーが身につけられるように配慮している。
　本学では「新版　和音伴奏による　幼児のうた100曲」（全音楽譜出版社）を主に使用し
ている。この本の特徴としては右手のト音記号はメロディーが、左手が担当するヘ音記号
には和音のみが書かれており、その和音を使用して指定された伴奏形で演奏するように
なっている。これによってさまざまな伴奏形を習慣的に体得していくことができ、同時に
コードネームを覚えるよりも前に様々な和音に触れることができるため、コードネームの
構成音を視覚的に捉えることができるようになっている。
　入学してくる学生たちのピアノの経験値はそれぞれ異なるものであり、それを同じプロ
グラムで行うことは非常に困難であるため、本学では通常クラス（６，７人）と初心者を
対象としたゆとりクラス（４人）に分け、初心者に多めに時間をかけて指導を行なっている。
　ゆとりクラスだけでなく通常クラスの学生でも必要と思われる学生には、弾き歌いの演
習と並行しながらバイエル教則本等を使い、読譜力や運指等、ピアノを弾くための技術を
会得してもらうために、それぞれの進度に合わせて指導を行っている。
２　音楽教科のクラス授業について
　「音楽Ⅰ」は１年次の前期に開講する授業で、保育の現場での音楽活動で必要とされる
基礎的な知識や実践力の習得を目標としている。童謡や季節の唱歌など、現場で子供たち
に教えるために最低限必要とされるレパートリーを学ぶとともに、楽譜を読むために必要
な楽典の知識なども学ぶことで、新しいレパートリーでも楽譜からアプローチできる能力
を身につける。
　「音楽Ⅱ」は１年次後期に開講し、「音楽Ⅰ」で学んだことを踏まえ基礎的能力の向上を
目標とする。曲の理解度を深めるため歌詞の内容についても学ぶ。また楽典の項目では、
伴奏や弾き歌いにも必要になってくるコードの知識も身につける。
　２年次になると「幼児音楽Ⅰ（前期）・Ⅱ（後期）」が開講されており、歌が中心だった
１年次に比べて、様々な演習を通して活動を展開していく。
　「幼児音楽Ⅰ」では幼児教育の現場において必要な音楽の知識・技能の多面的な習得を
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目指しており、実際の幼稚園・保育園の日常的な音楽活動に倣った「月の歌」の歌唱、手
遊びや音楽遊びなどの演習が中心となる。
　「幼児音楽Ⅱ」では「幼児音楽Ⅰ」に引き続き、子どもの歌や手遊び、音楽遊びのレパー
トリーを広げ保育園や幼稚園で担任を持った際に必ず行う歌唱指導法、幼児用楽器の演奏
法や指導法・合奏についての知識・技能を習得する。
「音楽Ⅰ・Ⅱ」
　これらの音楽教科のクラス授業で筆者が担当している「音楽Ⅰ・Ⅱ」について説明する。
これらの授業は１年次に開講されているもので、基礎的な力の習得を目的としている。
１　楽典の取り組み
　まず楽典についてだが、楽典の知識を身につけることは、自分で楽譜を読み、楽曲を理
解するうえで必要不可欠である。最近ではインターネットで自分が弾きたい曲の音源や動
画が手軽に聞ける環境があり、楽譜を読まずとも耳で聞いて覚えたメロディーを辿りなが
ら練習をしている学生が多く見受けられる。もちろん音を聞きとり理解するために聴音
力を育てることは非常に有意義で、むしろ歓迎すべきことではあるのだが、保育者養成課
程におけるレッスンは自分の趣味のために弾きたい曲をマスターするためとは根本的に異
なっており、この点を学生たちにも理解してもらう必要がある。自分一人がその曲を理解
し楽しむ訳ではなく、保育現場における諸活動を行う上で音楽的要素を取り入れていくた
めには、周りと共有しあう必要があり、そのためにはやはり基礎的な知識が必要になって
くる。それによって伝えるうえで様々な方法が見いだせ、教え方の幅も広がっていく。
　例えばリズムを教えるにしても、聞いて覚えたリズムをそのまま伝えるのではなく、どのよう
な音符が割り振られているのかを把握したうえで伝えるのとでは大きく異なってくる。リズムの
構成を論理的に把握していれば、リズムのズレが生じた際にもどこを正すべきかを的確に判断
することができるため、相手の理解度に合わせてより柔軟な対応が可能になってくる。
　調性に関する知識も読譜力を養ううえで重要である。調号の♯や♭を正確に把握しておく
ことで効率的に譜読みを行うことができる。また、声の調子によっては無理なく歌うために
メロディーを少し高く、もしくは低くするために移調を行う際に必要な知識になってくる。
　簡単な伴奏付けを行う上でコードネームの知識も必要になってくる。コードネームを覚
えるのには時間がかかるため、前期の「音楽Ⅰ」で取り上げ、夏休みをまたいで覚えても
らい、後期の「音楽Ⅱ」で頃合いを見て確認を行っている。
　また、コード奏に関しては前述のグレード表にもメロディーとコードネームのみを記し
た楽譜を載せており、授業で学習したコードネームの知識を使い、何の音を使うべきかを
各自で確認してもらう。ただし、どのポジションで弾くべきか和音の転回形に関しては、
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それぞれ「音楽Ⅲ」の個人レッスン担当の教員の指示を仰ぎながらより効率的な奏法を学
んでもらう。知識として覚えるだけでなく、実際に曲目の中で応用していかないと実用的
に身につけていくことは非常に難しい。そのためにこのような課題は今後より多く取り入
れていきたいと考えている。
　これに個人レッスンで行われている伴奏形の知識が身につけば、幼児教育の現場で扱う
曲の多くが簡易伴奏可能になる。これによって弾き歌いの取り組みを容易にするとともに、
様々な活動の場で応用を利かせて演奏を行うことが可能になるであろう。
　これらの知識や技術を習得することは、個人レッスンの弾き歌いの譜読みを行う上で非
常に有効で、短いレッスン時間を無駄なく進めることに大いに役立っているとともに、２
年次の「幼児音楽Ⅰ・Ⅱ」で行われる演習を中心とした授業に問題なく取り組むことが出
来るように、その橋渡し役にもなっている。
２　歌の取り組み
　個人レッスンでは時間が非常に限られているため、歌について学ぶことは実に困難であ
る。そのためレッスンを受ける弾き歌いの曲目をクラス授業の中で取り上げ、歌を通して
日本の四季折々の季節感や風景の色彩感を感じ、行事にまつわるものであればその行事の
意味や由来など調べることで、曲への理解を深め弾き歌いの演習に役立てることを念頭に
置いている。弾き歌いのスキルを磨くだけではなく、曲の内容を理解し、様々な知識を総
合的に学ぶことによって、より豊かな「表現」を行うことが可能になり、音楽活動のみな
らず、様々な活動においてより柔軟に音楽を取り入れていくことが出来るであろう。
⑴　歌詞やリズムの覚え違い
　では実際に行ってきた指導について述べていきたい。弾き歌いで扱う曲の中には既に小
さいころから知っていて普通に口ずさめるものも多い。しかし実際歌ってみると言葉の覚
え違いやリズムの混同など様々な形で歌っていることが少なくない。
・歌詞に関して
　例えば「どんぐりころころ」では、「どんぐりころころ　どんぶりこ」という歌詞であ
るが、学生に限らず歌ってもらうとかなりの確率で「どんぐりころころ　どんぐりこ」と
歌う。普段聞きなれない言葉ではあるが、大辞泉によると「どんぶりこ」とは、大きくて
重みのある物が水中に落ち込むときの音を表す語。とされている。「どぶん」とか「どぶり」
といった擬音語の変化したものと思われるが、あまり一般的に使われることの無い言葉だ
けに、「どんぐりこ」と勘違いして覚えてしまっているようである。
　同じように歌詞の覚え違いをしている曲として文部省唱歌の「雪」がある。歌いだしの「ゆ
きやこんこ」という歌詞が、「ゆきやこんこん」と覚えている学生が非常に多い。雪が降り
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続ける様を「こんこん」と表現しているように一般的に捉えられ覚えてしまっているようで
ある。しかし「こんこん」と降る雪がどのような状態のものなのか明確な答えはないようで
ある。国語学者の大野晋によれば、「こんこん」は「こむこむ」と推定され、「こむこむ」は「来
む来む」と書く。「来む来む」の「む」は、源氏物語に出てくる「鳴り止まむ」の「む」と
同じだという。この「む」は相手に対しては勧誘とか命令とかの気持を表すもので、この「鳴
り止まむ」は「静かになさい」という意味になる。この「む」は後に「ん」に転じ、「我往かん」
などの使われ方をするようになった。この場合は自分の動作に対して決意を表す役目をして
いるのであるが、相手に対して使われる場合は勧誘を表す。つまり「来む来む」という言葉
は「来なさい、来なさい」という意味であり、「雪よ、もっと降れ降れ」という意味だとし
ている。ただしこれは「こんこん」の解釈であり、「こんこ」の解釈にはなっていない。
　しかし実際には「雪やこんこん」という歌も存在する。日本を代表する作曲家、滝廉太
郎が作曲を手掛けた「幼稚園唱歌」の中の１曲である。この唱歌集は「雪」が文部省唱歌
として発表される1910年よりも約10年前に作られたもので、1901年に発表された。20曲か
らなるこの曲集の中には今でも歌われている「お正月」「水あそび」などがある。文語体
の歌詞が多かった唱歌に対し、子供でも歌えるように話し言葉に近い口語体の歌詞で書か
れており、幼児向きに作られた唱歌集で伴奏が付いたものは初めてのものであった。興味
深いことに東クメが担当した歌詞の出だしは、「雪やこんこん　あられやこんこん」と始
まっている。メロディーも付点のリズムと８分音符の使い方などリズムの特徴が非常に似
ており、何かしらこの曲から影響を受けた可能性もあるのかもしれない。また、人々がこ
の歌詞と混同して歌い続けられてきたことも考えられる。
　またこの曲は１番と２番の歌詞を混同して覚えている代表的な曲ともいえる。言い間違
いや、どちらが１番か２番かを混乱してしまうのではなく、１番の前半と２番の後半を組
み合わせて覚えてしまっているのである。
１番
雪やこんこ　あられやこんこ
降っては降っては　ずんずん積もる
山も野原も　綿帽子かぶり
枯れ木残らず　花が咲く
２番
雪やこんこ　あられやこんこ
降っても降っても　まだ降りやまぬ
犬は喜び　庭かけまわり
猫はこたつで　丸くなる 
１番と２番を混同した歌詞
雪やこんこ　あられやこんこ
降っては降っては　ずんずん積もる
犬は喜び　庭かけまわり
猫はこたつで　丸くなる
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　このため１番の後半の「山も野原も～」からの歌詞の記憶はほとんどない学生が非常に
多く、２番の歌詞の「まだ降りやまぬ」の個所に違和感を覚えながら歌うようである。な
ぜこのような覚え違いが起きているのか定かでないが、いずれにしてもこれらの歌詞の間
違いは長年続いていることで、今後も誤解は続くものと予想される。楽譜に記されている
歌詞を正しく認識する必要性があるだろう。
・リズムに関して
　先述の「雪」は、リズムの誤認識も非常に多い。メロディーを敢えて弾かずに伴奏のみ
で学生に歌ってもらうと、必ずと言っていいほど付点のリズムで歌い続けるのである。（譜
例①）然し実際にはこの曲は付点のリズムと普通の８分音符が入り混じっているために、
非常に複雑なリズムで書かれているのである。（譜例②） 
　今まで付点のリズムのみで歌っていたものが、改めて楽譜を見直してみると半分以上が
８分音符によって書かれていることが分かる。付点のリズムに関しては幼少のころに既に
獲得していればそれほど難しいことではないのだが、違いをよく把握できていない学生も
少なからず存在する。また ♩. ♪ と ♩ ♪ のリズムの違いを正しく区別できる学生は少な
い。このような音符を見てリズムを把握するためには楽典の知識がないと難しいため、リ
ズムに注意すべき曲に関しては、楽典で扱った音符や休符の種類をもう一度良く復習し、
それぞれの長さの関係を理解してから扱うように配慮する必要がある。
　この曲の場合、付点８分音符と16分音符の組み合わせで、付点８分音符は16分音符が３
つ分であることをまず確認する。そのうえで16分音符３つ分の長さと16分音符１つ分の長
さを感じながら手拍子をしてリズムを体感しながら身につけていく。手拍子のタイミング
がつかめてきたら実際に歌詞に合わせてリズム練習を行う。付点８分音符と16分音符にそ
れぞれ言葉が割り当てられている「あられや」の部分を使って行うのが分かりやすいよう
である。あーーられーーや　のタイミングで手拍子を行うのだが、伸ばしている言葉の長
譜例① 譜例②
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さを把握してそろえるのはなかなか難しい。そのため　あ・あ・あ・ら・れ・れ・れ・や　
と音符が３つ分と分かるように言葉も３回言い直すことで音符の数も認識できタイミング
が計りやすくなる時もあるようである。
　少しずつ慣れてきたところで今度は手拍子をしながら歌ってみる。まずはゆっくりから
始めて徐々にテンポを上げていく。学生によって理解度の違いはあるものの、周りと一緒
にすることでタイミングを合わせることができ、１人で訳も分からず練習を続けるよりも
効率が良いようである。
　他にもリズムの勘違いをしている曲はいくつかあるが、これらの曲においても手拍子で
リズムを取りながら歌うことでタイミングがつかみやすくなる。これによってリズムに対
する認識が深まり、新しい曲において似たリズムが出てきた時にも対応ができるように
なってくる。
⑵　曲の背景について考える
　メロディーに言葉が乗ってしまうと音の響きとともに流れてしまい、歌詞の内容につい
ては気に留めないことが多いようである。そのため前述のような歌詞の覚え違いが起きて
しまうと思われる。このような間違いを避けるためにも、歌詞の内容をきちんと理解する
ことは必要なことである。歌によっては非常に難しい内容もあるが、大まかでも歌詞の内
容について知ることができれば、成長するにつれその歌詞がどのような意味であったのか
知ることができるであろう。
　また、歌詞の中で表現されている世界観について考えることは、その曲を理解するだけ
でなく様々な体験を共有することができる。四季折々の自然を題材にしたものであればそ
の光景や色合い、聞こえてくる音や風の匂いなど、全く同じではないものの、似たような
情景を思い浮かべることで曲への共通認識を得ることができる。
　たとえば「夕やけこやけ」の弾き歌いのレッスンを行った時に、左手の親指がソ音を連
打するために弾くことに慣れていない学生だと非常に豪快な伴奏になりやすい。連打する
こと自体難しいテクニックであるため技術的にそうなってしまうことも多く、もっと柔ら
かくレガートにと要求しても直ぐに出来ることではない。しかし何故レガートで弾くこと
を要求されるのか知って練習するのとそうでないのとでは明らかに練習の密度が異なって
くる。テンポにしてもやたらと急いで弾いてしまう学生もおり、歌詞にある「お手手つな
いでみな帰ろう」という情景がどのような速度感を表しているか考えてみることも曲を理
解するうえで役に立つ。また一緒に歌う時にもある程度同じ世界観を共有しないと曲とし
てまとまりがつかない演奏になってしまう。そこで学生たちがどのような光景をこの歌詞
を読んで思い浮かべるのかを絵に描いてもらった。
72
作大論集　第８号　2018年３月
　１番の絵はカラスの鳴き声が遠くから聞こえてきそうな夕焼けの光景である。大方の学
生がこれと似たような絵を描いてきた。やはり同じような景色や夕暮れの色合い、雰囲気
などが共有できるようである。２番の歌詞も思い描くイメージは一緒のようである。同じ
静けさでも明らかに１番と２番は違うもので、２番の静寂さを表現するためには、より滑
らかな演奏技術が必要になってくる。これによってまた何故柔らかくレガートに弾けるよ
うに練習をするのか、イメージがあると練習する意味もはっきりするため、取り組みやす
くなるようである。また曲への理解の統一感も生まれてくる。
　歌詞に秘められた作詞者の想いを読み解くことも曲を解釈するうえで非常に面白い。野
口雨情が作詞した「しゃぼん玉」などは様々な解釈が存在する曲である。子供たちが楽し
そうにしゃぼん玉を飛ばして遊んでいる光景が思い浮かべられる曲であるのだが、「生ま
れてすぐに壊れて消えた」という２番の歌詞については人によって見解が違ってくる。野
口雨情には幼くして亡くなった子供がいる。その一人が長女みどりである。1908年３月23
日に北海道で生まれたみどりは生後８日で亡くなってしまった。生まれてすぐに壊れて消
えてしまった命、雨情の失った子供への深い悲しみがこの表な表現になったものとも考え
られている。しかしこの「しゃぼん玉」が発表されたのは1922年になってからである。長
女みどりの死から十数年という年月が経っているため根拠がないという説もある。また
しゃぼん玉で遊んでいる子供たちを見て、生きていればこの位の年齢になっているだろう
かと自分の亡くなった娘と重ねて作られたのではないかという話も聞いたことがある。い
ずれにしても子供の死を悼んで書かれたものとの認識が広まっているのは確かなようであ
るが、すべて憶測の域を出ないものであり定かではない。しかしこのことを知って歌うの
と知らずに歌うのとでは２番の歌詞の感じ方がまるで違ってくる。教える時にも子供は壊
れるという言葉に過敏に反応してしまうこともあると思われるが、そんな時は自分が一生
懸命作ったものが壊れてしまった時、失くしてしまった時にどのように感じるか、どんな
気分になるかを問いかけてみるだけでも感じ方が違ってくるのではないだろうか。
　同じく野口雨情の作詞で「七つの子」という曲がある。非常に有名な曲であるが、最後
１番の歌詞のイメージ ２番の歌詞のイメージ
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まで正しく歌える学生は少ない。聞いたことはあるのに「七つの子」という曲名を知らな
い学生も多い。この詩も非常に興味深いもので、七つとはいったい何が七つなのか。良く
聞かれる答えが七羽の子ガラスと、七歳の子ガラスという２つである。しかしカラスは
一度に産む卵の数は３～５個が通常で、それが全て巣立つようなことは珍しい。また７年
も生きたカラスはかなりの高齢である。つまり七羽や七歳といった解釈は普通に考えてあ
りえないのである。この詩も調べてみると様々な解釈が存在し、中には人間の七五三の風
習にまで及ぶものもある。しかしやはり推測の域を出ないものが多く「しゃぼん玉」同様、
本当のところは分からない。それでも子供の可愛らしい姿、そして親が子を愛おしく思う
姿は人間にも通ずるところがあり、そんな愛情あふれた姿とともに日本の懐かしい風景を
思い浮かべ、「夕やけこやけ」と同様に日本の四季の色合いを感じ、自然の美しさを再認
識することができるのではないだろうか。
　また行事にまつわる歌、「豆まき」「ひな祭り」「こいのぼり」「七夕さま」などは、詩の
イメージだけでなく、その行事についても調べてもらっている。保育者として現場に立て
ば、このような日本の伝統行事に関わる機会は増えてゆくであろうし、それを伝えていく
にはまずは知るところから始まる。何故豆をまくのか、ひな人形や兜は何故飾るのか、緋
鯉（赤い鯉）は何故子供たちなのか、そもそも鯉のぼりとは何か、短冊にどうして願い事
を書くのか、軒端とはどこなのか、何かしら疑問を持つ子供はいるであろう。そのような
質問を受けた時に適当にかわすのではなく、子供と向き合って答えるためには行事の表面
的な事柄だけでなく正しく理解しておく必要がある。そして日本の伝統文化に触れるきっ
かけにもなり、自分たちの祖国そして故郷について改めて考えてより知ることができるの
ではないだろうか。
⑶　合唱の取り組み
　曲によっては合唱を取り入れている。１人では歌うことに抵抗があり小さな声でしか歌
えなかった学生も、クラスメートと一緒に歌うことで恥ずかしさが薄らぎ、少しずつ大き
な声で歌えるようになってゆく。また、ハーモニーの響きを楽しむことで声の美しさを再
認識し、歌うことの楽しさを感じるようになる。そして、歌うことへの抵抗感が薄れてゆ
き、身体がリラックスすることで力まず楽に声が出せるようになってゆく。
　まずハーモニーの響きあった美しさを体感するために、いきなりパート分けをしてそれぞ
れの音取りをするとなると抵抗感を覚えてしまいやすいため、導入として輪唱を取り入れて
いる。全員で同じメロディーを覚え、歌いだすタイミングをずらすことによって生まれるハー
モニーはシンプルで美しい。歌う側も別のパートを歌うという負担がないため受け入れやす
いようである。ただしやはり最初はつられないように歌うことで必死であるが徐々に慣れて
くると自分たちの歌声が醸し出す響きを聞く余裕が出てきて響き合う美しさを感じることが
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できるようになる。それによって音を重ねることへの興味が出てくるようである。
　ある程度声を出して歌うことで改めて自分の声の音域を把握でき、それからパートに分
けて合唱に取り組んでいる。曲はグレード表に載っている曲から選び、曲について学習し
ながらハーモニーの実践を行っている。また前期の終わりにクラス対抗で合唱を行い披露
する機会を設けている。それによってより意識が高くなり、後期の学校行事で行われる合
唱コンクールに向かってモチベーションも上がり、グレード表の課題にもなっているクリ
スマスソングを使って合唱を行いながら、それぞれのクラスで選んだ曲への練習も熱心に
取り組み徐々に無理なく通る声で歌えるようになってゆく。
おわりに
　ここまで１年次に開講している「音楽Ⅰ・Ⅱ」での実践例をあげてきた。これらが個人
レッスンとどのように関連しながら学習効果を上げているかをまとめてみたい。
　まず楽典に関する事項だが、個人レッスンを受けるために譜読みをする際に必要な知識
であるため、より早く正確に譜読みを行う手助けになる。その分時間を部分練習や通し練
習に充てることができるため練習の効率を上げることにも繋がる。レッスンにおいても間
違えてさらってきたものを修正し正しく弾けるようにするには非常に労力を要するもので
あるため、かなりの時間を費やすことになる。読譜力の向上はレッスンを有意義に進める
うえで重要な課題であるといえるだろう。
　歌についてはレッスンを受ける前に全体で曲の確認をすることで、レッスン担当の各教
員が一人一人に間違いを正す手間も省け、よりピアノの奏法や弾き歌いのスキルを上げる
ための時間に費やすことが可能になってくる。歌詞やリズムの覚え違いも個人ではなく全
体で行うことで一体感が持て、特にリズム練習などは一人ではなかなか取り組まなかった
学生も、周りと一緒であれば負担も軽減され取り組みやすくなるようである。
　また、曲の背景について触れることは曲を理解することに繋がり、レッスンに持ってく
前に自分でイメージを持ち、どのように表現するか考えるようになっていく。実際にこの
ような授業を行うようになってから曲について調べ考えてくるようになったと他の教員か
らも聞くようになり、学生たちがレッスンに主体的に取り組む姿勢が見られるようになっ
た。ある学生は本学のパンフレットに「歌詞をただ歌うだけでは雰囲気が出せないので、
歌詞の意味を調べて曲の世界観を理解するようにしています。世界観や意味を理解する
ことで、歌うときの気持ちの入り方が変わると思います。理解して歌うと楽しいですよ。」
と書いている。学生にとって練習のモチベーションを上げることに繋がっており、教員に
とっても限られたレッスン時間をより充実したものへ展開していくことができるのである。
また詩に秘められた背景を探ることで、それが映し出す情景から様々な自然を感じること
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ができ、風の匂いや聴こえてくる音、それぞれの季節が醸し出す風景の色合いなど再認識
することが多い。それらをどのように感じ表現していくか、個人レッスンを受けるうえで
重要な課題であり保育者としての資質を研くことにもなる。そして今まであまり気に留め
てこなかった行事の由来やそれにまつわる様々な催し等も調べてみることで改めてその意
義を知ることができ、日本の伝統的な文化を大切にしようという意識も芽生えてくる。こ
れらのことは音楽の分野のみならず「表現」において様々な活動を行う際に非常に重要な
ことであり、子供のいくつもの気付きを察知し、ともに感じて楽しみながら表現していく
方法を模索するうえで必要なことである。
　子どもと一緒に楽しんで歌うためにも合唱の体験は貴重である。恥ずかしがらず人前で
も楽しんで歌うためにはまずは保育者自身が歌うことを楽しんでいなければ伝わらない。
仲間とともに音楽を作り上げた経験が、今度は子供たちと一緒に音楽を楽しむことに繋
がっていく。ただただ元気に歌うだけでなく無理なく歌うことで周りとの音と合わせて歌
い、それが合わさった時の響きが体感できたら、子供たちも歌うことの美しさを知り、一
緒に表現する楽しさを味わうことができるようになってくるのではないだろうか。また、
合唱を取り入れてから弾き歌いの試験において、無理せず歌声が少しずつ大きく出るよう
になった学生が増えてきた。
　クラス授業で取り組む内容によって、限られた時間で行われるレッスンでも効率よく行
うことが可能であり、学生にとっても別々に受けているレッスン内容をクラス全体で共有
することで共通の理解を得ることができる。取り扱う課題の統一を図ることで、それぞれ
の側面から学ぶことができるため、より深く理解し知識も技術も習得することが可能になっ
てくる。このように学生一人ひとりが課題を十分に理解したうえで弾き歌いのスキルを習
得するレディネスの確立に向けて、学習目標を明確にして自主的な練習が効率よく行える
ように個人レッスンとの連携を図りながらクラス授業を展開してゆくことが重要である。
　今後とも現場で必要とされていることに目を向け、弾き歌いや演奏のスキルの向上のみ
ならず、諸活動において音楽の分野がどのように係わっていけるのかを自分自身で模索し、
子供の感性を大切にしながら楽しんで自己表現ができるようにサポートできる保育者育成
を目指してゆく。そして、自分自身の感性も磨きつつ基礎力を身につけ、2年次に開講さ
れている「幼児音楽」の授業において様々な演習で応用しながら即戦力を学べる環境を整
えることが必要だと考える。
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